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機構だより

地域ニ ュース

◆
平
成

「
七
年
度
障
害
学
生
修
学
支
援
セ
ミ
ナ
ー

(中
部

・
近
畿
地
区
)

主
催
団
体
¨
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
及
び
国
立
大
学
法
人

筑
波
技
術
短
期
大
学

開

催

日
¨
平
成

一
七
年
六
月
三
日

(金
)

会

場
¨
ひ
と

・
ま
ち
交
流
館

京
都

参
加
機
関
数
¨
四
五
の
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
関
連

機
関

参
加
者
人
数
¨
六
七
名

(国
立
大
学
二
一二
名
、
公
立
大
学
七
名
、
私
立

大
学

・短
期
大
学
三
四
名
、
高
専
二
名
、
そ
の
他

一
名
)

.
平
成

一
七
年
二
月
二
四
日
に
大
学
等
の
学
生
系
事
務
職
員
を
対
象
と

し
た
第

一
回
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
地
区
で
行
い
、
今
回
の
中
部

・
近
畿

地
区
は
第
二
回
目
の
開
催
。

・
セ
ミ
ナ
ー
は
、
同
志
社
大
学
、
日
本
福
祉
大
学
、
独
立
行
政
法
人
国

立
特
殊
教
育
総
合
研
究
所
に
お
け
る
障
害
学
生
の
修
学
支
援
の
取
組

に
つ
い
て
の
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

・
〔事
例
発
表
の
テ
ー
マ
〕

「障
が
い
学
生
の
支
援
体
制
づ
く
り
」
(同
志
社
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ

ー
京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課
長
桂
良
彦
氏
)、
「日
本
福
祉
大
学
に
お
け

る
障
害
学
生
支
援
の
考
え
方
と
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
役
割
」
(日
本

福
祉
大
学
学
生
生
活
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長
平
松
広
次
氏
)
、
「発
達
障
害

の
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援
の
現
状
と
課
題
」
((独
)
国
立
特
殊
教
育

総
合
研
究
所
教
育
支
援
研
究
部
主
任
研
究
官
佐
藤
克
敏
氏
)

事
例
発
表
で
は
、
参
加
者
が
メ
モ
を
熱
心
に
取
る
姿
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
、
講
師
の
他
に
筑
波
技
術
短
期
大
学
障
害
者

高
等
教
育
セ
ン
タ
ー
の
石
田
先
生
、
石
原
先
生
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
加
わ
り
、
参
加
者
か
ら
聴
覚
障
害
学
生
の
講
義
保
障
や
障
害
学

生
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
関
す
る
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
大
学
等

が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

◆

東

京

一
二
大
学

進

学

フ

エ
ア
i
n
大

阪

日

時
¨
平
成

一
七
年
六
月

一
八
日

(土
)
一
〇
¨
〇
〇
～
一
七
¨
〇
〇

場

所
¨
梅
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
B

一
階

「ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
」
(大

阪
市
北
区
中
崎
西
二
丁
目
四
番

一
二
号
)

主

催
¨
東
京

一
二
大
学
広
報
連
絡
協
議
会

来

場

者
¨
受
験
生
、
保
護
者
、
高
校
及
び
予
備
校
の
教
職
員

来
場
者
数
¨
九
〇
二
人
（
主
催
者
発
表

"昨
年
は
九
八
六
人
)

相
談
件
数
¨
二
三
人

配
布
資
料
¨

「奨
学
金
ガ
イ
ド
」
「機
関
保
証
制
度
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
(資

料
配
布
コ
ー
ナ
ー
に
二
五
〇
部
用
意
、

一
八
○
部
配
布
)

主
な
相
談
内
容

"①
奨
学
金
の
申
込
み
方
法
・種
類

・条
件
、
②
予
約
制
度
、

③
海
外
留
学
奨
学
金
、
④
返
還
方
法
、
⑤
免
除
制
度

本
進
学
フ
ェ
ア
は
東
京
の
私
立

一
二
大
学

(六
月
号
五
九
ペ
ー
ジ
参

照
)
が
、
各
大
学
の
教
育

・
研
究
内
容
、
校
風
、
特
色
、
入
学
試
験
等

の
情
報
を
広
く
伝
え
る
目
的
で
、
高
校
生
、
受
験
生
、
保
護
者
及
び
教

員
を
対
象
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

〈
仙
台
支
部
〉

東
北
発

・
国
内
初

!

あ
る
大
学
か
ら

「
魅
力
」

の
発
信

あ
る
金
曜
の
昼
、
と
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
学
生
食
堂
に
足
を
運

ぶ
と
午
前
の
講
義
を
終
え
昼
食
を
楽
し
も
う
と
す
る
学
生
達
で
い
っ

ぱ
い
だ

っ
た
。
通
路
に
も
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
混
み
。

学
生
達
の
目
的
は

「
ラ
ン
チ
」
だ
け
で
は
な

い
。
学
食
の

一
角
に

設
け
ら
れ
た
ス
タ
ジ
オ
内
の
生
放
送
が
目
当
て
で
も
あ
る
の
だ
。

仙
台
市
の
中
心
に

「東
北
福
祉
大
学
」
が
あ
る
。

福
祉
を
希
望
し
て
い
る
学
生
な
ら
、
よ
り
充
実
し
た
研
究
が
し
た

い
と

一
度
は
憧
れ
る
大
学
で
あ
る
。
幼
児
施
設
や
福
祉
施
設
を
兼
ね

備
え
、
自
治
体
と
連
携
し
た
取
組
も
盛
ん
で
、
学
生
は
の
び
の
び
と

勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
研
究
業
績
と
併
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
数
々
の
輝
か
し
い
記
録

を
生
み
、
各
界
で
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
有
名
な
選
手
を
数
多

く
輩
出
し
て
い
る
こ
と
で
も
名
高
い
大
学
だ
。

そ
の
よ
う
な
魅
力
的
な
大
学
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
F
M
ラ
ジ
オ

の

「
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
」
を
開
設
し
、
さ
ら
に
注
目
を
集
め
て

い
る
。
今
年
四
月
か
ら
の
毎
週
金
曜
日
、
大
学
や
大
学
生
の
旬
な
話
題
を

発
信
し
て
い
る
。
放
送
範
囲
は
宮
城
県
内
の
み
な
ら
ず
、
東
北
地
方

及
び
新
潟
県
を
含
む
七
県
に
わ
た
る
。

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は

「遠
藤
八
郎
氏
」。
毎
回
ゲ
ス
ト
に
特
色
あ

る
研
究
を
し
て
い
る
教
員
を
迎
え
、
正
午
か
ら

の
五
〇
分
間
、
実
に

様
々
な
テ
ー
マ
で
楽
し
い
時
間
が
流
れ
る
。

遠
藤
氏
は
東
北
福
祉
大
学
で
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
言
語

表
現
法
、
情
報
社
会
学
及
び
国
際
教
育
学
の
教
授
と
し
て
、
ま
た
仙

台
市
内
の
中
学

・
高
校
で
も
現
役
で
教
壇
に
立

っ
て
い
る
日
本

一
多

忙
な
先
生
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
間
の
ラ
ジ
オ

・
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
と
し
て
は
、
祝
日
も
関
係
な
い
。

放
送
時
間
帯
に
は
、
ス
タ
ジ
オ
前
に
特
別
に
設
け
ら
れ
た
客
席
か

ら
自
由
に
ス
タ
ジ
オ
内
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
放
送
の

模
様
は
食
堂
内
の
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話

(F
O
M
A
)
で
の
視
聴
も

可
能
だ
。

ま
た
、
客
席
に
座
れ
な
い
学
生
で
も
学
食
内

の
テ
レ
ビ
で
ス
タ
ジ

オ
内
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
学
食
内
は
大
変
な
混
雑

ぶ
り
で
あ
る
。

ス
タ
ジ
オ
内
に
は
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
メ
ー
ル
や
F
A
X
を
待
ち
受

け
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
人
と
機
材
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
が
常
駐
し
て
い
る
が
、
誰
も
が
皆
、
実
に
生
き
生
き
と

し
て
い
る
の
が
、
放
送
内
容
か
ら
も
伝
わ

っ
て
く
る
。

「毎
週
こ
の
時
間
は
こ
こ
に
来
て
い
る
」
と
い
う
学
生
は
、
「履
修
を

希
望
し
て
い
た
遠
藤
教
授
の
講
義
が
必
修
科
目
と
重
な

っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
必
ず
こ
こ
で
放
送
を
聞

い
て
い
る
。
こ
の
放
送
の
お
か
げ

で
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
と
て
も
よ
く
見
え
て
き
た
」
と
話
し


